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３ 市民満足度調査の状況
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平成 年度30 高松市施策評価表（ 年度分）29

2015

2016

2017

2018

2023

平成 年30

環瀬戸内海圏の中核都市としてふさわしいまち

拠点性を発揮できる都市機能の充実

拠点性を高める道路ネットワークの整備

都市整備局

道路整備課

839-2516
Ａ

　対象施設：都市計画道路
　対象者：道路利用者（歩行者・自転車利用者・自動車利用
者）及び道路周辺住民

　中枢拠点都市としての道路ネットワークを強化し、安全安
心な市民生活と機能的な都市活動を確保する。

都市計画道路整備率
％

年度27 年度28 年度29 年度30 年度35

89.4 87.8 89.6 89.9

　用地取得や整備工事を進めるなど、事業を進めたが、空港連絡道路
である郷東香南線を新たに４，６３０ｍ延伸したことにより、全体整
備率が低下し、目標を達成できなかった。

％98.1
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４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）27 年度（決算）28 年度（決算）29 年度（予算）30

666,427 680,922 1,010,096 1,235,961

67,558 58,097 56,144 65,248

733,985 739,019 1,066,240 1,301,209

　多額の事業費が必要な街路事業においては、将来を見据えたコンパクトで持続可能なまちづくりの視点など、更なる費用対効果
の分析・検討が必要である。

　本市が目指す、多核連携型コンパクト・エコシティの実現に向け、立地適正化計画との整合性を図りつつ、都市の骨格を成す街
路や集約拠点間を結ぶ道路ネットワークの強化が必要となっている。このようなことから、今年度、都市計画道路整備プログラム
を見直す予定としている。

集約拠点間のアクセスを向上させる道路ネットワークの強化
Ａ

街路事業
○ ％95 Ａ 継続

都市計画道路整備率
％98.1


